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2023年の夏、留学中だったオーストラリア・アデレードで、私は渥美国際交流財団の奨学金申請書類に

取り組んでいた。「国際交流への関心」という課題を見て、「これは私にぴったりのテーマだ」と思った。

私自身や私の家族は多文化の背景を持ち、高校生の頃から自治体や学校の国際交流プログラムや留学プ

ログラムに積極的に参加してきた。だからこそ、私はこの財団が求める人材に違いないと、根拠のない

自信すら抱いた。しかし、審査を意識するあまり、実際に書いた内容は「国際交流とはかくあるべきだ」

という一般的な枠組みに沿うものだった。あの時は書ききれなかった本音を、奨学期間が終わる今、改

めて率直に綴ってみたい。 

 

国際交流の場では、しばしば「○○人」と「××人」といった対比がなされる。あたかも、明確に定義

された二つの文化が交わるかのように。例えば、過去に私が参加したプログラムでは、「日本人として恥

ずかしくない行動を！」、「日本人としての誇りをもって」、「日本文化を外国人に伝えよう！」といった

言葉が飛び交っていた。これらの言説には暗黙の前提が含まれている。1 つ、画一的で普遍的な「日本

文化」が存在すること。2 つ、「日本人」であれば、それを知っていて当然であること。3 つ、その場に

いる参加者全員が「日本人」であること。しかし、これらの前提は本当に正しいのだろうか。 

 

例えば、事前研修に参加していた人々が同じ文化的背景を持っていたかというと、そうではない。沖縄

出身の友人は「お節料理を食べたことがない」と言い、広島出身の友人は「3.11 を経験していないこと

に負い目を感じる」と語った。その場には在日コリアンの友人や、ミックスルーツの人もいた。それで

も「日本人としての文化的統一性」が求められる場面では、こうした個々の違いは無いものとして扱わ

れたり、「例外」として扱われたりする。私自身、日韓の背景を持つが、国際交流の活動における上述の

ような言説に対し、違和感を覚えることがある。それは、アイデンティティを「勝手に決めないでほし

い」という思いと、狭い「日本人らしさ」に押し込められる息苦しさがあるからだと思う。 

 

私は研究を通じて、「日本人らしさ」がどのように定義され、それと「ハーフ」というカテゴリーがどの

ように関係しているのかを社会学的に分析してきた。「ハーフ」はしばしば画一的な「日本人」イメージ

を広げる存在として語られる。だが、実際には見た目や振る舞いといった側面における「日本人らしさ」

からの部分的な逸脱を説明するためのラベルとして機能している。例えば、「この人は日本人っぽくない」

と感じたとき、「ハーフなのでは？」と推測することで、その違和感を説明しようとする。私の調査で

は、外国にルーツがないにもかかわらず「ハーフ」と誤認される人々も含まれていた。つまり、マジョ

リティ・「「日本人」とされる人々の間にも見た目や振る舞い方や文化といった多様性はあるはずなのに、



そうした多様性はしばしば無視され、「ハーフ」といった単純化されたカテゴリーに押し込められてしま

うのだ。 

 

こうしたカテゴリーの枠を外して考えると気づくことがある。「○○人」や「ハーフ」といった言葉では

捉えきれない多様性が存在することに。世界は単純な二分法では説明できず、三分法や四分法でも十分

に捉えきれない。このように考えると、画一的な国・人と画一的な国・人同士の交流という、一般的な

国際交流の捉え方には限界がある。国際交流とは、異なる 2 つの文化の間に橋をかけることだけではな

い。むしろ、個々の背景や経験を尊重し、固定化されたカテゴリーを超えて対話することではないだろ

うか。 

 


